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1. はじめに 
一般的に、照明設計においては照度や輝度と

いった2次元的な測光量が使用される。その一

方で、人の顔を含めた立体物の見え方の定量的

な指標としては、空間照度を使用することが提

案されている1)。しかし、空間照度の測定には

特殊な測定機器が必要となり、さらに反射を有

する場面のデータはほとんど見当たらない。 
そこで本論では、空間照度のうち半円筒面照

度の簡易的な測定を行い、同一条件下でのシミ

ュレーション結果との比較ならびに検討を行

ったので報告する。  

 

2. 半円筒面照度2) 
 空間照度は、空間のある一点に微小な立体を

仮定し、その表面に入射する総ての光束を表面

積で割ったものと定義されている。ここで、光

源と仮定する半円筒物体の位置関係をFig.1に
示す。半円筒面照度Escは想定する半円筒物体

の直径Dおよび高さH、入射する総ての光束Φ

を用いて式(1)のように求めることができる。 
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また、光源と半円筒物体の位置関係(鉛直角θ、

水平角ϕ)と法線照度Enを用いて式(2)のように

求めることができる。 
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しかし、式(1)に用いる光束Φは、半円筒形の

被照部が必要なため測定が難しく、式(2)に用

いる法線照度も、単一の点光源で反射がない場

合でないと計算や測定が難しい。そこで、Fig.2
に示すような6方向の照度(六面照度)から簡易

的に求める手法が提唱されている3)。ここで、

半円筒面照度は六面照度のうち鉛直面方向の4
つの照度E+x、E+y、E-x、E-yおよび半円筒体の

表裏における照度差E0を用いて式(3)のように

求めることができる。 
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Fig.1 光源と半円筒物体の位置関係 

 

 
Fig.2 六面照度の概要 

 
 

3. 測定とシミュレーション 
簡易的な半円筒面照度の検討として、式(2)

による算出に必要となる法線照度および、式

(3)による算出に必要となる六面照度のうち4
方向の鉛直面照度の測定を行った。Fig.3に示

すように、電球型LED光源(型番：LDA7D-G/
K6、Panasonic製)による照度を、水平方向に1
0種類、鉛直方向に2種類の計20箇所にて測定

した。 

−日本大学生産工学部第58回学術講演会講演概要（2025-12-13）−

ISSN 2186-5647

— 266 —

3-5



   
(a) XY(水平面)方向  (b) XZ(鉛直面)方向 

Fig.3 測定点の位置(単位：m) 

 
 また、測定時と同様の条件を再現したうえで、

シミュレーションソフトにより半円筒面照度

を算出した。シミュレーションにはDIALux 
evoを用い、反射率は天井80%、壁・床2%とし

て行った。 

 

4. 比較ならびに検討 
シミュレーションによって算出した半円筒

面照度を横軸に、測定した法線照度から算出し

た半円筒面照度および、4方向の鉛直面照度か

ら近似的に算出した半円筒面照度を縦軸とし

たグラフをFig.4に示す。 
 

 
(a)  法線照度から算出した半円筒面照度 

 

 
(b)  鉛直面照度から算出した半円筒面照度 
Fig.4 シミュレーション値に対する実験値 

 Fig.4より、法線照度から算出した半円筒面

照度はシミュレーションによって算出した半

円筒面照度に対して-1.2~1.8lxの差があるのに

対し、4方向の鉛直面照度から近似的に算出し

た半円筒面照度は-2.8~1.5lxの差となった。 
 これは、4方向の鉛直面照度から近似的に算

出した半円筒面照度よりも、法線照度から算出

した半円筒面照度がシミュレーションによっ

て算出した半円筒面照度に近い値となるとい

う傾向を示している。このような傾向を示した

のは、反射率を与えたのが天井であり、反射の

影響が鉛直面照度よりも水平面方向の成分を

多く含む法線照度に大きく反映され、法線照度

から算出した半円筒面照度にも影響を与えた

ためと考えられる。 
また、反射の影響がない環境(天井・壁・床

の反射率が0%)を想定し、シミュレーションに

より算出した半円筒面照度と比較したところ、

法線照度から算出した半円筒面照度よりも、4
方向の鉛直面照度から近似的に算出した半円

筒面照度が、よりシミュレーション値に近くな

るという傾向を示した。よって、天井の反射が

法線照度から算出した半円筒面照度にも影響

を与えていると考えられる。 

 
5. おわりに 
本論では、空間照度のうち半円筒面照度の簡

易的な測定を行い、同一条件下でのシミュレー

ション結果との比較ならびに検討を行った。そ

の結果、天井に反射率を与えた環境では、反射

の影響が水平面方向の成分を多く含む法線照

度から算出した半円筒面照度に大きく反映さ

れ、シミュレーションによって算出した半円筒

面照度に近い値となる傾向がみられた。 
今後は、壁、床にも反射率を与えたうえで、

それぞれの反射率を変化させた場合について、

同様に検討を行う予定である。 
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